
審査意見（一次審査）への対応を記載した書類 

【山口大学】 

 

＜教育課程審査＞   

  ① P188 授業科目「教職概論」のシラバスについて、コアカリキュラムに定

める到達目標の（３）２）３）の内容が含まれていることが分かるよう、授

業計画において明確化すること。 

 

 (対応)→ 

 

 

 

・「教職概論」のシラバスについて、教職課程コアカリキュラム 

の（３）２）３）の内容に基づき内容を見直し、教員研修の意義

及び制度上の位置づけ等について充実させた。（シラバス添付） 

 

（コアカリP4、シラバスP17） 

 

 ② P213 授業科目「総合的な学習の時間指導法Ａ」のシラバスについて、高

等学校は「総合的な探究の時間」となるため、 

・授業計画の第５回目は「探究」へ修正すること。 

・高等学校学習指導要領の名称を修正すること。 

 

 (対応)→ 

 

 

・「総合的な学習の時間指導法Ａ」のシラバスについて、授業計

画の第５回目を「探究」に修正した。また、高等学校学習指導

要領の名称を修正した。（シラバス添付） 

 

（コアカリP5、シラバスP18） 

 

 ③P218 授業科目「教育方法学」のシラバスについて、コアカリキュラムに定

める到達目標の（２）の内容が含まれていることが分かるよう、授業計画

において明確化すること。 

 

 (対応)→ 

 

 

・「教育方法学」のシラバスについて、教職課程コアカリキュラ

ムの（２）の内容に基づき内容を見直し、学習指導案の作成等に

ついて充実させた。（シラバス添付） 

 

（コアカリP6、シラバスP23） 

 

 

 



④P219 授業科目「教育方法の研究」について、 一種免許状、二種免許状の

課程については、法定単位数が限られること、基礎的な内容の学修が求めら

れることから、「研究」は適切ではない。手引きに記載の「各科目の名称例」

を参考に適切な名称に変更すること。 

P219 授業科目「教育方法の研究」のシラバスについて、コアカリキュラム

に定める到達目標の（１）２）３）の内容が含まれていることが分かるよう、

授業計画において明確化すること。 

 

 (対応)→ 

 

 

 

・授業科目の名称を以下の通り修正する。 

 『教育方法の研究』→『教育方法の理論と実践』 

・「教育方法の理論と実践」のシラバスについて、教職課程コア

カリキュラムの（１）２）３）の内容に基づき内容を見直し、授

業・保育の構成要素への理解等について充実させた。（シラバス

添付） 

 

（様式2号P1、コアカリP3、コアカリP7、シラバスP24、様式3号P3

8、学則等P100-121） 

 

 ⑤P220 授業科目「教育方法学Ａ」のシラバスについて、コアカリキュラムに

定める到達目標の（２）２）の内容が含まれていることが分かるよう、授業

計画において明確化すること。 

 

 (対応)→ 

 

 

・「教育方法学Ａ」のシラバスについて、教職課程コアカリキュ

ラムの（２）２）の内容に基づき内容を見直し、学習指導案の

作成等について充実させた。（シラバス添付） 

 

（コアカリP8、シラバスP25） 

 

 ⑥P225、P221 授業科目「授業における ICT 活用」「授業における ICT 活用

Ａ」のシラバスについて、コアカリキュラムに定める到達目標の（１）２）

３）及び（２）２）に示す教育データの活用の内容が含まれていることが分

かるよう、授業計画において明確化すること。 

 

 (対応)→ 

 

 

・「授業におけるICT活用」「授業におけるICT活用A」のシラバス

について、教職課程コアカリキュラムの（１）２）３）及び（２

）２）の内容に基づき内容を見直し、教育データの取り扱い等に

ついて充実させた。（シラバス添付） 

 

（コアカリP9-10、シラバスP26-29） 



⑦P227、P229 授業科目「生徒指導概論」「生徒指導概論 A」のシラバスにつ

いて、テキストまたは参考書に最新の生徒指導提要を追加すること。 

 

 (対応)→ 

 

 

「生徒指導概論」「生徒指導概論A」のシラバスについて、参考書

・参考資料等に、「学習指導提要」を追加した。 

 

（コアカリP11-12、シラバスP30-33） 

 

 ⑧P231、P233 授業科目「教育相談・進路指導」「教育相談・進路指導 A」の

シラバスについて、 

・事項「進路指導及びキャリア教育の理論及び方法」の内容を授業計画におい

て充実させること。 

・事項「カウンセリングに関する基礎的な知識」の内容が含まれていることが

分かるよう、授業計画において明確化すること。 

 

 (対応)→ 

 

 

・「教育相談・進路指導」「教育相談・進路指導A」のシラバスに

ついて、進路指導及びキャリア教育の理論及び方法の内容を充

実させた。また、カウンセリングに関する基礎的な知識の内容

を含めた。（シラバス添付） 

 

（コアカリP13-16、シラバスP34-37） 

 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


